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１．はじめに ～研究の背景～

出典：2023 年中における建設工事に伴う地下埋設物・架空線事故の発生状況（一般社団法人日本建設業連合会）



１．はじめに ～研究の目的と全体概要～
◆ 目的

地下埋設物に関するBIM/CIMの構築を目指し，データの取得・蓄積の検討を行うとともに，
設計・施工から維持管理へ繋ぐデータ利活用について検討する．更に，この技術を現場に
適用することで，効率的かつ効果的な地下埋設物の維持管理方法を確立する．

◆ 全体概要



２．研究内容

◆ 実施内容（令和６年度）
➢ 複数の機器の検証を実施：試験フィールドに

て，精度・計測時間・データ処理・コストなど
を検証，整理．

➢ 計測機器の選択： “迅速” “簡易” “高精度”

検証機器：
TLS（地上型レーザースキャナー），スマートフォ
ン（モバイルLiDAR），ハンディ（レーザー）ス
キャナ―，バックパック型レーザースキャナ―，
カメラ（写真/動画＋SfM）







◆ 検証方法

①断面

②断面

③断面

④断面

地上型レーザースキャナ（TLS）であらかじめ取得した三次元点群データと各計測機器で
取得したものを重ね合わせ，4つの異なる断面にて点群同士の比較を行った．



◆ 検証結果の例（カメラ動画＋SfM）

①断面

GoProFOCUS

②断面

③断面 ④断面



◆ 検証結果（まとめ）



◆ 計測日：8月19日

◆ 天候：晴

◆ 現場：開削工事検証フィールド

◆ 計測：

○昼間：2種類の計測方法

○夜間：3種類の照明パターン

◆ 夜間用照明：

○頭上投光器

○開削部投光器

◆ 計測機器：

モバイルLiDAR＋viDoc RTK Rover

昼間 夜間

頭上投光器 開削部投光器

◆ 夜間計測に対する検証
→ 照度環境が三次元形状データの取得に与える影響の検証



◆ 昼間：２種類の計測方法を検証

○計測１：計測機器を一定な高さを維持しなが

ら計測

○計測２：計測機器を対象埋設管に接近しなが

ら計測

◆ 夜間：3種類の照明パターンを検証

○計測３：頭上投光器 片側点灯、

開削部投光器 両方点灯

○計測４：頭上投光器 片側点灯、

開削部投光器 片側点灯

○計測５：頭上投光器 両方点灯、

開削部投光器 消灯

計測１ 計測２

● ：頭上投光器 ● ：開削部投光器

照明配置図

◆ 計測条件



◆ 検証結果（速報）
断面1 断面2 断面3 断面4

白 色：TLSデータ
オレンジ・黄色： viDocデータ

上段：計測２(昼間)
下段：計測５(夜間)



２．研究内容



２．研究内容

実施内容（令和７年度）：施工フィールド「奈良いかるがパークウェイ」，「国道９号園部美
園町地区電線共同溝設置他工事」他

・地下埋設物情報と道路台帳附図の重畳：道路維持管理における“基盤データ”の検討
・属性情報の検討：地下埋設物のBIM/CIMの構築（施工時の出来形データを含む）
・可視化手法の検討：AR/VR技術を活用した可視化手法の検討
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